








結論 

ラットネフロン内 XOD,SOD の分布は近位尿細管に高く,次いで糸球体,遠位側ネフロンであ

った。PAN によるネフローゼラットでは傍髄質糸球体内 XOD の活性上昇が特異的に認めら

れ,ネフローゼ発症に活性酸素の関与が強く示唆される。 


